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Ｓｉ細線導波路技術はきわめて小型の光回路を実現

できることやコスト優位性により盛んに研究が行われ

ている。偏波を制御するための素子として、我々は偏波

変換グレーティングに関して研究を行って来ている

[1,2]。今回の発表では、波長を Add/Dropするための新

規な構造を偏波変換グレーティングで実現することに

関して述べる。 

図１にこの素子の基本構造を示す。中央に幅の広い

TEとTM波の 1次モードを励起可能な導波路を配置し、

この左右部に TE1次と TM1次モード間を変換回折する

Braggグレーティングを設ける。中央にはグレーティン

グの無い共振部を設定する。ここに幅の狭いアクセス導

波路を近接配置する。アクセス導波路の TE基本モード

が中央導波路の TE1 次モードにカップリングして、入

出力が行われる。TM1 次モードはアクセス導波路とカ

ップリングしないため、出力は一方向のみに送られる。

なおモードの組み合わせとして、TE0と TE1次モード、

TE0と TM1、TM0と TE1なども可能である。 

偏波変換グレーティングでは、所望の回折のほかに他

の次数のモードへの回折が生じる。300 nm の厚みで 1 

m幅の Si導波路を用いることで、1次モードの導波路

内閉じ込めを十分強くしたうえで、この回折を所望のも

のから遠ざけることが可能である。図２に 3次元 FDTD

法によるシミュレーションを用いて、波長応答を求めた

結果を示す。 

この素子を用いて偏波無依存化された Add/Drop波長フィルタの構成を図３に示す。偏波変換グレーティングの構造は

同一のもので、アクセス導波路を TE波用と TM波用に設計したものを縦続接続している。前段後段の各素子で入力 TE

と TM波それぞれに対応し動作する。 
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図１ 素子の基本構造  
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図 2 3次元 FDTDによるシミュレーション 
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図 3 偏波無依存化構成 
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